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子どもたちに
よりよい教育環境を

問合先　教育総務課（☎ 76‐1164）

学校が抱える大きな課題 
児童生徒数の減少に伴い、学校の小規模化が進行

１学年１クラスとなるなど、小規模校には多くの課題が…

・クラス替えができず、子どもの関係が
  固定化

・自分に合った相談しやすい教員が
  少なくなる

・多様な考え方・価値観にふれることが
  難しくなる

人間関係面

・切磋琢磨する教育活動が
  できなくなる
・部活動、委員会等で選択肢が
  少なくなる

・社会性や協調性を伸ばす機会が
  少なくなる

教育面

　学校教育では、子どもたちが多様な考えに触れ、認め合い、協力し合い、切磋琢磨することを通じて、
一人ひとりの資質や能力を伸ばしていくことが重要です。このような教育環境を確保するためには、子ど
もたちが一定規模の集団生活の中で多くの人と関わり合いながら活き活きと学び合う学校生活を送ること
ができる学校規模が必要です。
　子どもたちにとってより望ましい教育環境を実現し、児童生徒数の減少や学校施設の老朽化等に対応す
るため、適正規模の学校を適正に配置することを基本的な考え方とし、学校再編の検討を進めます。

適正な学校規模を維持へ、学校再編を検討する必要
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防災メモ
風水害の備えをしておこう！風水害の備えをしておこう！

ケーブルテレビ番組表
小牧市政だより

毎日７回・５分間放送

開催されたイベント情報や取組などを紹介！

※市公式YouTube でもご覧いただけます。
※テレビでご覧いただくには、ケーブルテレビへの加入が必要です。
※都合により、番組内容を変更する場合があります。

7 月 番組表
放 送 日 番 組 内 容

7/13 ㈯～ 19㈮

※毎週土曜更新

詳細はこちら▶

新体力テスト

7/20 ㈯～ 26㈮ 介護展

7/27 ㈯～ 8/2 ㈮

問合先 防災危機管理課（☎ 76‐1171）

平常時にハザードマップにおいて、浸水や土
砂災害の危険度、避難所や避難ルートを確認し
ておきましょう。
　自宅で安全が確保できる場合や、既に浸水が
発生し、立退き避難が困難な場合は、垂直避難
により安全を確保しましょう。
　市では、風水害時の避難所運営マニュアルを
作成しています。避難所について理解を深めて
いただき、地域での情報共有を図り、防災力向
上につなげていただきたいと考えています。
　詳しくはホームページをご確認ください。

熱中症を予防しよう

「健口」でいつまでも「健幸」に7/  6 ㈯～ 12㈮

風水害時の避難所運営マニュアル▶

SNSで市の情報をお届け
各種イベントや行政情報などのくらしに役立つ情報や、災害
情報などの緊急情報を、市公式 SNS でお知らせしています。
その中でも「LINE」は最も登録者数が多く、市の人口の
4割を超える約 6万 9千人と、多くの方が利用しています。
市公式 SNSに登録すると、旬な情報を手に入れることができ
ますので、ぜひご利用ください。

LINE

欲しい情報だけ
4 4

を
選んで受け取れます

Facebook

イベントの写真も
掲載しています

X（旧ツイッター）

お得な情報を
まとめてチェック

ケーブルテレビのデータ放送を活用ケーブルテレビのデータ放送を活用

「Yahoo! くらし」でお知らせ「Yahoo! くらし」でお知らせ
Yahoo ! JAPANの公共情報発信機能を活用した
行政情報サービス
「 Yahoo ! くらし」
に、市政情報を掲
載しています。

ケーブルテレビで視聴ができるCCNet「安全・
安心 123チャンネル」
のデータ放送で、市
政情報を発信してい
ます。

小牧の魅力を発信する
「小牧市 PR隊」の Instagram
市内で撮影した好きなもの・お気に入りの場所などを、
「＃ lovekomaki」「＃ lovekomaki」を付けてインスタグラムに投稿してく
ださい。（「これは！」と思うものにはリポストします！）
素敵な投稿、お待ちしてます！

アプリでまちの情報をキャッチアプリでまちの情報をキャッチ
令和 6 年 4 月から中日新聞社
が提供する情報アプリ「Lorcle
（ロークル）」で市のイベント
や市政情報を発信して
います。

NEW
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データでみる学校の未来 
ポイント① ポイント① 

　児童生徒数は減少傾向にあり、令和15年度の学級数の推計では、多くの学校で学級数が減少し小規模化が進み、
特に、三ツ渕小・篠岡小・桃ヶ丘小・陶小・光ヶ丘小・大城小・篠岡中の７校では、全ての学年で１学級となる
見込みです。学校の小規模化が進むと、教育面や学校運営面でさまざまな課題に直面することになります。

　多くの学校で老朽化が進んでおり、対策が必要な状況にありますが、市の財政が厳しさを増す中、負担を一時
期に集中させないために、無理のない建替えを計画的に実施する必要があります。
　今後は、将来を見据えて、より望ましい教育環境の整備のために学校再編を考えていかなければなりません。

児童生徒数の推移・推計
⇒ピーク時の約 60％まで減少

学級（クラス）数の推計（令和15年度）
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実績値◀ ▶推計値
地区 学校名 1年 2年 3年 4年 5年 6年

小牧 小牧 4 4 4 4 4 4
小牧原 3 3 3 3 3 3

小牧南 小牧南 4 4 4 4 4 3
米野 4 4 4 4 4 4

巾下 村中 2 2 2 2 2 2
三ツ渕 1 1 1 1 1 1

味岡
味岡 4 4 4 4 4 4
一色 3 3 2 2 2 3
本庄 2 2 2 2 2 2

篠岡

篠岡 1 1 1 1 1 1
桃ヶ丘 1 1 1 1 1 1
陶 1 1 1 1 1 1
光ヶ丘 1 1 1 1 1 1
大城 1 1 1 1 1 1

北里 北里 2 2 2 2 2 2
小木 1 1 1 1 1 2

地区 学校名 1年 2年 3年
小牧 小牧 6 6 6
小牧南 応時 5 6 6
巾下 小牧西 2 2 2

味岡 味岡 5 5 5
岩崎 4 4 4

篠岡
篠岡 1 1 1
桃陵 2 2 2
光ヶ丘 2 2 2

北里 北里 4 3 3

〈小学校〉16校 〈中学校〉９校

ポイント②ポイント② 

学校の築年数と割合（令和6年度）
⇒小学校の 50％、中学校の 33％が築 50年以上

地区 学校名 築年数

小牧 小牧 13
小牧原 49

小牧南 小牧南 3
米野 55

巾下 村中 60
三ツ渕 63

味岡
味岡 58
一色 55
本庄 49

地区 学校名 築年数

篠岡

篠岡 66
桃ヶ丘 49
陶 40
光ヶ丘 37
大城 35

北里 北里 62
小木 50

地区 学校名 築年数
小牧 小牧 27
小牧南 応時 51
巾下 小牧西 42

味岡 味岡 10
岩崎 47

篠岡
篠岡 59
桃陵 43
光ヶ丘 35

北里 北里 61

〈小学校〉16校 〈中学校〉９校

＜小学校＞ ＜中学校＞

築50年以上

築 50年以上

築 40～49年
築 40～49年

築 30～39年

築 20～29年築 10～19年
築 10年未満

築 30～39年

築 10～19年

1校1校
1校
2校

4校

8校

3校 1校

3校

1校

児童生徒数の減少により、多くの学校で１学年１クラスに

何が問題？ 例えば教育面で多くの
課題に直面

クラス替えができない
・多くの友だちや先生と学び合いながらの成長が困難
・クラス同士が切磋琢磨する教育活動が困難
・希望する部活動への参加ができない

多くの学校が老朽化 市内25校を全て建替えることは困難
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　子どもたちが一定規模の集団生活の中で多くの人と関
わり合いながら学び合い、学校生活を送るために、本市
における学校の適正規模を１校あたり 12学級から 24学
級を標準とすることを考えています。
　学校の適正規模を確保する観点から、再編のイメージ
を下記のとおり示していますが、このイメージは令和
15年度の児童生徒数の推計および適正規模・適正配置の

基準に基づいた必要学校数のイメージであり、具体的な
再編案は、今後、地域の実情に合わせて地域別の再編計
画を策定していく中で検討していきます。
　また、再編のイメージの中で、学校数の変更がない地
区の学校も、隣接する地区の再編を検討する中で、通学
区域の見直しなども検討していきます。

新たな学校づくり推進計画検討委員会および小
牧市新たな学校づくり推進計画調査検討部会で
の議論を経て計画案を作成しました。
学校の適正規模を確保する観点から、学校再編
のイメージもまとめています。

■閲覧場所
ホームページ、教育総務課、情報公開コーナー、
東部・味岡・北里の各市民センター・図書室、
ゆう友せいぶ、ふらっとみなみ
■意見提出方法
7/10 ㈬～ 8/9 ㈮（必着）に、提出フォームまた
は所定の用紙（閲覧場所に用意）を郵送、FAX、
メールまたは直接教育総務課

パブリックコメント
新たな学校づくり推進計画（案）に係る意見募集新たな学校づくり推進計画（案）に係る意見募集
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◀タウンミーティングで
の「学校教育を取り巻
く課題について」をま
とめた動画

皆さんの意見を皆さんの意見を
募集します募集します

学校再編のイメージ 

【小牧南地区】
小学校 :２校⇒２校
中学校 :１校⇒１校

【篠岡地区】
小学校 : ５校⇒　　　　　　　⇒１校

中学校 : ３校⇒　　　　　　　⇒１校

児童生徒数の
状況により
段階的に
再編を行う

【小牧地区】
小学校 : ２校⇒２校
中学校 : １校⇒１校

【北里地区】
小学校 : ２校⇒１校
中学校 : １校⇒１校

【巾下地区】
小学校 : ２校⇒ 1 校
中学校 : １校⇒ 0 校
（隣接地区の中学校へ統合）

【味岡地区】【味岡地区】
小学校 : ３校⇒２校
中学校 : ２校⇒２校

小学校
中学校

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

▲ 5/25 に開催したタウンミー
ティングで話す中川教育長
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　子どもたちが一定規模の集団生活の中で多くの人と関
わり合いながら学び合い、学校生活を送るために、本市
における学校の適正規模を１校あたり 12学級から 24学
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▲ 5/25 に開催したタウンミー
ティングで話す中川教育長
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